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次のステップへ向けて  ～成長を土台にして～ 
 

                      校長 宮﨑 純一 
３月に入り、今年度も残すところ一ヶ月足らずとなりました。子どもたちは、この一

年間で「できるようになったこと」もたくさんあり、心身ともに着実に成長していま
す。また、この時期は、各学年で今の学年での学習の定着状況を確認しながら、復習等

に取り組んでいます。次の学年の学習の土台となる内容をしっかりしたものにできるよ
うに頑張っています。子どもたち一人一人が一つでも多くの「できる」を増やして次の
ステップへ進んでほしいと思います。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

○ 202４年度の経営方針 

今日の学び合いを楽しみ、明日が待ち遠しい「あったかい」学校づくり 

         ～ 開かれた学校において、「愛宕の子」として地域と共に育てる ～ 

【スローガン】「大好きな自分に・大好きな学校（仲間）に・大好きな地域に」 

交通指導員さんへの感謝の会  ～見守りをありがとうございます～ 

３月５日（水）に交通指導員さんへの感謝の会を行いました。通学路の交通量が多

い交差点や横断歩道などで、黄色い帽子と上着を着て子どもたちの安全を見守ってく

ださっています。日頃から挨拶で感謝の気持ちを伝えていきましょう。 
 

６年生を送る会 
～6年生への感謝の気持ちを～ 

３月４日（火）１・２校時に、全校で

６年生を送る会を行いました。１年生か

ら５年生までが６年生への感謝の気持ち

を歌や発表、プレゼントなどに込めて届

けました。６年生からも在校生に向けて

歌やメッセージの発表がありました。ま

た、クイズや６年生との玉入れ対決など

全校でとても楽しい時間を過ごし、６年

生との素敵な思い出をつくることができ

ました。 
 

ほっとちゃん 

自立のために必要な力   
将来、子どもたちが進学や就職等で一人暮らしを始めることになったときに、親と

して気になることは何でしょう。私は一人暮らしをしている家族に連絡したときに、
つい聞いてしまったことは「ちゃんと食べてるか？」です。栄養のバランスを考えて
食べることやしっかり睡眠をとることなど大切なことは学習を通して知識として身に
付けることができます。しかし、その他の生活習慣も含めて、今は家族に言ってもら
ったり、やってもらったりしていることが多いのではないでしょうか。発達段階に応
じて支援したり見守ったりしながら、できることは自分でやらせてみるこ 
とも大切ではないでしょうか。いつかは自立していく子どもたちのため 
に必要な力を少しずつ身に付けてあげたいものです。 

 
 

九九道場  
～ご協力をありがとうございました～ 

１年生～５年生を対象に９月から２

月末までの昼休みに「九九道場」を行

いました。２年生以上は主に九九、１

年生は「たし算・ひき算カード」、学

年によっては漢字の読みなどを地域の

方や６年生に聞いてもらいました。子

どもたちは何度もくり返し取り組みな

がら、しっかりと力をつけていきまし

た。できるようになった時は、地域の

方と一緒に喜ぶことができました。 


